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アニマルズ２０１２
三沢厚彦展

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
動

物
の
彫
刻
で
、
今
、
最
も
注
目

さ
れ
て
い
る
彫
刻
家
・
三
沢
厚

彦
さ
ん
の
彫
刻
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
三
沢
厚
彦
さ
ん
は
１
９
６

１
年
に
京
都
府
に
生
ま
れ
、
東

京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究

科
修
士
課
程
彫
刻
専
攻
を
修
了

後
、
２
０
０
０
年
か
ら
動
物
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
ア
ニ
マ
ル

ズ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
は
第

20
回
平
櫛
田
中
賞
を
、
２
０
０

５
年
に
は
第
15
回
タ
カ
シ
マ
ヤ

美
術
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ

の
活
躍
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
０
７
年
か
ら

は
、
平
塚
国
際
美
術
館
を
は
じ

め
、
愛
知
・
栃
木
・
鹿
児
島
・

福
井
・
鳥
取
な
ど
、
毎
年
、
日

本
各
地
の
美
術
館
で
大
型
の
展

覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
沢
厚
彦
さ
ん
の
彫
刻
作
品

は
、
樟
の
大
木
か
ら
、
力
強
い

ノ
ミ
跡
を
残
し
て
彫
り
だ
さ
れ

た
動
物
た
ち
で
、
そ
れ
は
単
純

な
写
実
表
現
で
は
な
く
、
三
沢

さ
ん
自
身
の
記
憶
や
イ
メ
ー
ジ

か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た
独
自
の

存
在
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
作
品
か
ら
は
、
動
物
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
が
溢

れ
、
実
物
大
の
大
き
な
動
物
た

ち
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

四
国
初
と
な
る
今
回
の
個
展

で
は
、
ペ
ガ
サ
ス
・
キ
リ
ン
・

白
ク
マ
・
シ
カ
・
ト
ラ
・
ウ
サ

ギ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た

ち
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
び
ま

す
。
ロ
ビ
ー
で
は
モ
モ
ン
ガ
が

皆
さ
ん
を
お
出
迎
え
し
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
美
術
館
ア
ト
リ
エ
で

は
、
三
沢
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
制

作
の
様
子
が
う
か
が
え
る
よ
う

な
空
間
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
暑
い
時
期
、
三
沢
さ
ん

の
造
り
出
す
動
物
た
ち
に
、
夏

を
乗
り
切
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

▲「Animal 2011-07」2011・樟・油彩

　　写真：永野雅子

▲「Animal 2008-02」2008・樟・油彩
      写真：内田芳孝

ATSUHIKO　MISAWA
げ
い
じ
ゅ
つ

く
す
の
き

ひ
ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う

　

来
年
３
月
９
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
る
第
10
回
吉
井
勇
顕
彰

短
歌
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
本
大
会
は
、
彼
の
再
起
の

地
で
あ
る
香
北
町
猪
野
々
で
、

勇
の
業
績
顕
彰
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
募
集
要
項

【
作
品
】
１
人
２
首
ま
で
。
自

作
・
未
発
表
の
も
の
で
主
題
は

自
由
。
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大
会

当
日
の
出
欠
・
送
迎
バ
ス
利
用

の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
詠
料
】
千
円
（
学
生
の
部

は
無
料
）
。
定
額
小
為
替
ま
た

は
現
金
書
留
に
て
、
投
稿
時
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
締
切
期
限
】

平
成
25
年
１
月
21
日
（
月
）
必
着

【
選
者
】
▽
玉
井
清
弘
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
短
歌
講
座
「
友
の
会
」

選
者
・
「
音
」
選
者
）
▽
楠
瀬

兵
五
郎
（
「
高
知
ア
ラ
ラ
ギ
」

代
表
）

【
賞
】
一
般
の
部
・
学
生
の
部

（
高
校
生
以
下
）
ご
と
に
各
賞

を
選
出
し
ま
す
。

吉
井
勇
大
賞
（
１
首
）
・
吉
井

勇
賞
（
１
首
）
・
特
別
賞
（
２

首
）
・
佳
作
（
若
干
首
）

【
入
賞
発
表
】
入
賞
者
へ
２
月

下
旬
に
連
絡
し
ま
す
。

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
市

役
所
香
北
支
所
前
経
由
で
、
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

行
き　

12
時
発

（
香
北
支
所
前
12
時
20
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

【
注
意
事
項
】

・
受
付
後
の
作
品
の
取
替
え
、  

   

訂
正
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
投
稿
作
品
の
著
作
権
等
一
切

　

の
権
利
を
主
催
者
が
有
し
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

市
立
吉
井
勇
記
念
館　

吉
井
勇

顕
彰
短
歌
大
会　

歌
会
係

〒
781－

４
２
４
７　

香
美
市
香
北
町
猪
野
々
５
１
４

☎
58・

２
２
２
０

　

57・

５
９
９
５

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

作
品
募
集

ＦＡＸ

　
◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ゆ
ず　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

刈
り
草
に
落
ち
て
は
白
き
柚
の
花
や　
　

楮
佐
古
き
よ

   　
　
　
　
　

あ
ぜ                 　
　
　
　
　
　
　

 

け
ん　
　
　

   　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　

     

塗
り
し
畦
眺
め
お
の
れ
の
剣
が
峰　
　
　

 

福
留
と
も
の
り

　　　　　　　　　　　　　　　　

身
の
丈
の
暮
ら
し
の
あ
り
て
遠
花
火　
　

山
崎　

貴
子

つ
ゆ
く
さ　
　
　
　
　
　

 

ま
さ 　

                             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
草
の
青
よ
り
勝
る
青
は
な
し 

森
本　

幸
美

　

あ
じ
さ
い　
　

 　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
の
逆
様
に
な
り
散
歩
道　
　
　
　

山
﨑　　

寿
美

　

             　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
ち
あ
お
い
八
合
目
ま
で
咲
き
の
ぼ
り　

 

坂
本
美
智
子

　
　

さ
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鷺
の
白
の
際
立
つ
青
田
中　
　
　
　
　

岡
田
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 

か
い　
　
　
　
　

新
緑
の
ま
ぶ
し
き
程
に
峡
の
里　
　
　
　

北
村
千
鶴
子

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ　

徒
然
に
ビ
デ
オ
で
歌
う
梅
雨
の
日
は　
　

有
澤　

春
江

　
　
　
　
　
　
　

十
薬
の
花
惜
し
み
つ
つ
引
き
に
け
り　
　

千
頭　

野
草

せ
い
じ
ゃ
く  

と
き  　
　
　
　
　

 　

   　

静
寂
の
刻
流
れ
ゆ
く
木
下
闇　
　
　
　

   

森
本　

純
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

庭
の
さ
つ
き
句
心
そ
そ
る
紅
の
燃
え 　
　

高
野　

和
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
皿
に
盛
る
花
々
や
風
光
る　
　
　
　
　

原　
　

美
由

朝
ま
だ
き
起
き
て
歩
か
む
梅
雨
晴
れ
間　

 

小
原　

景
守

児
の
喜
ぶ
雲
の
形
や
梅
雨
晴
れ
間　
　
　

 

小
原　

子
川

　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆

　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
ん
ど
う
は
な
い
ば
ら

志
士
越
え
し
土
佐
の
間
道
花
茨　
　
　
　

公
文　

春
紀

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
草
や
牛
飼
ふ
家
の
今
は
無
し　
　
　
　

岡
本
か
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
空
や
厚
き
カ
ー
テ
ン
引
き
上
げ
よ　

高
橋　
　

章

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 

尻
込
み
を
し
つ
つ
学
習
田
植
ゑ
の
児　

    

明
石
ゆ
き
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
朝
の
こ
と
夕
べ
に
忘
れ
夏
至
も
過
ぐ　

北
村　

幸
子

　
　
　
　
　
　

 

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

杉
木
立
梳
き
て
流
る
る
梅
雨
の
霧　

 

　

西
川　

常
夫

　
　
　
　
　
　

  

あ
ぢ
さ
ゐ
や「
野
中
の
バ
ラ
」の
昼
チ
ャ
イ
ム 

甲
藤　

卓
雄

う
ぶ
す
な　

 　
　
　
　

産
土
の
森
に
音
し
て
夏
至
の
雨　

 

野
崎　

典
子

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           　
　
　
　

干
し
衣
に
梅
雨
の
香
が
あ
り
た
た
み
け
り  

北
村　

里
子

　

  梅
雨
寒
や
ひ
と
り
笑
ひ
つ
テ
レ
ビ
見
る 　

前
田　

芳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
天
に
ぽ
っ
か
り
開
い
た
青
い
空　
　

中
内
ゆ
か
り

　
　
　
　
　

ゆ
か
り

安
徳
帝
縁
の
宮
居
桜
草　
　
　
　
　
　

  

竹
内　

ろ
草

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　

真
夜
辞
す
る
救
急
病
院
星
涼
し　
　
　

佐
竹　

洋
子                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
あ
じ
さ
い　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

窓
開
け
ば
雨
露
こ
ろ　
　

濃
紫
陽
花　
　
　

佐
藤      

幸

一
人
来
て
又
一
人
来
る
梅
雨
の
駅　
　
　

利
根　

弘
子

　
　
　
　

 　
　
　
　

ひ 

と 

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

沙
羅
の
花
一
ト
日
の
命
燃
え
尽
す　
　

古
川　

信
子

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

論
さ
れ
て
梅
雨
の
止
み
間
を
帰
る
犬　

小
松　

愛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ゃ
が

野
仏
の
蓮
座
沈
め
て
著
莪
の
花  　
　
　

中
澤　

美
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み
が
ら

て
の
ひ
ら
に
軽
き
蝉
殻
重
き
影　

  　
　

山
崎　

鈴
子

紫
陽
花
や
今
日
は
最
後
の
読
み
聞
か
せ   

宮
地　

亀
好

                                      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

風
音
も
共
に
拾
ひ
し
蝉
の
殻　
　
　
　

 

吉
田　
　

芳

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

麦
喰
ひ
の
雨
に
借
り
た
る
男
傘　
　
　

  

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　

よ
わ
い　
　

   　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

遠
雷
や
齢
重
ね
し
我
が
月
日　
　
　
　

奥
宮　

慧
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

そ　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

亀
鳴
く
や
吾
れ
晩
年
を
楚
楚
と
生
く　

黒
岩　

幸
女

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

空
一
枚
残
し
て
山
田
植
ゑ
終
は
る　
　

黒
岩
千
英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
そ
じ　
　

  

こ
ろ
も
が
え

捨
つ
る
物
多
し
六
十
路
の
更
衣　
　
　

杉
山　

春
萌

　

　

　

万
緑
の
川
を
渡
り
て
迫
り
来
る　

　

小
松　

隆
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
閉
ざ
し
久
し
き
空
家
紫
蘭
咲
く　
　

小
松　
　

完

　
　
　
　
　

お
き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                

分
水
の
掟
は
堅
し
植
田
守
る　
　

  　
　

小
松　
　

昇

                    　
　
　
　
　
　
　

あ
め
ん
ぼ                               　
　
　
　
　

 　
　
　

山
頂
の
棚
田
棚
田
の
水
馬　
　

   　
　

  

野
村　

里
史

　
　
　
　
　

 

父
の
日
や
愛
妻
家
と
て
恐
妻
家　
　
　

前
田　

欣
一

　

い
も
づ
る       

わ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甘
藷
蔓
に
藁
敷
き
つ
め
て
雨
を
待
つ　

前
田　

秀
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
わ
い　
　
　
　
　

  　
　

 

梅
漬
け
て
女
の
齢
深
め
ゆ
く　
　
　
　

間
崎　

和
代

                          

く
わ　

く
さ
び                          

ま
く
な
ぎ
や
鍬
の
楔
を
打
ち
直
す　
　

  

森
本　

之
子

　
　
　

  

と
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
嵐
鳶
を
浮
か
せ
て
を
り
に
け
り　
　

山
崎
か
ず
み

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

祖
母
の
眼
が
光
つ
て
を
り
ぬ
田
植
か
な　

山
中　

瑞
輝

あ
お
が
や　

  

う
づ　
　

青
萱
に
埋
み
う
づ
み
て
刈
り
終
へ
ぬ　

山
中　

晶
子

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

白
鷺
の
白
の
際
立
つ
青
田
中

句
を
読
め
ば
一
目
瞭
然
。
解
釈
の
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
。
白
と
青
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
効
い
た
田
園
風
景

が
目
前
に
広
が
る
美
し
い
句
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
場
所
や
六
大
関
に
高
人
気　
　
　
　

山
中　

明
石

　　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
よ
ひ
ら

「
隅
田
川
花
火
」
て
ふ
名
の
四
葩
か
な  

大
石　

邦
男

　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　

  　
　
　
　

風
に
乗
る
ケ
ー
ナ
の
調
べ
夏
初
め　
　

森
田　

菊
恵

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
割
っ
て
大
き
な
ア
マ
リ
リ
ス  

森
田　

貞
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
ぼ
ち
ゃ　
　
　

 

お
し
べ
取
り
め
し
べ
に
そ
っ
と
花
南
瓜  
笹
岡　

英
世

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

故
郷
が
溺
れ
る
ほ
ど
に
椎
の
花　
　
　
　

     

前
田　

三
郎

 

び  

わ　
　
　
　
　

 

み
ち　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

枇
杷
熟
れ
て
径
せ
ま
く
な
る
十
字
墓　
　

前
田
美
智
子

春
星
座
鏡
の
中
を
さ
ま
よ
っ
て　
　
　
　

  

安
丸　

槇
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

梅
雨
の
傘
高
く
遺
影
を
抱
く
人
に　
　

  

橋
本　

昭
和

繁
藤
忌
夏
手
袋
の
ひ
と
も
老
ゆ　
　
　

  

樫
谷　

雅
道

 

ば　

ら                                

薔
薇
あ
ま
た
育
て
て
午
後
は
主
婦
時
間　

 

田
村　

一
翠

FAX

く


